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Neighborhoods around Street Trees in kyoto― city
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Abstract i The questionnaire、vas carried out to the residents、vho are perfol‐llling flo、ver cultivation in beds Of roadside tiヽee in

nOrthern kyoto―city, and they、vere asked about ailn of grow′ing plants, evaluation of cultiwation, the frequency and kinds of

gro、ving management Consequently, it、 vas sho、vn by the store 10cated in that plants cultivatiOn in the street space in a residen―

tial al‐ea is positive,01・a neighbo〕へing business distlヽict that the private lnanagement person oF a stol｀e is enjoying plants cultivatiOn

The l e`sidents、vho gro、v plants in strect space announced the plant to a passerby or neighbOring residents, and expecting the

exchange with people who led plant cultivation v′as also shoH′n Furthermore, the questionnaire to a passerby showed that the

plant Mrhich neighboring residents greH′覇′as bearing a、ving, H/hich folヽms the green Of a town, and the necessity for the plant

cultivation support by ad■linistration、vas suggested

Keywordsi roαtts↓冴でtrgθ′ passcrbプ, /101t θr c“′をど口αし↓077, Sιrcθしspccc, P′αれを↓れg bθ冴

キーワー ド:街路樹,歩 行者,草 花栽培,街 路空間,植 樹枡

1.背 景と目的

近年,都 市部のほとんどの道路がアスファルトやインターロッ

キングなどの素材で舗装されているため,街 路樹の植樹枡は地域

住民に残された貴重な裸地ということができる。この裸地および

その周辺を利用している例として,地 域住民による草花や低木な

どの植物栽培が挙げられる。このような行為は,街 路樹の根元の

殺風景な空間を率やかに演出すると同時に,付 近に住む人々や歩

行者の目を楽しませる効果が期待できる。花や緑は空間を美しく

飾り,生 活に潤いや安らぎを与えてくれるだけでなく,植 物を栽

培している人 (以下,栽 培者)に 植物を育てる楽しみをもたらし

ていると考えられる。長沼 ・上甫木1)は
,神 戸市の街路空間にお

ける住民による植物栽培を 「勝手花壇」と称し,栽 培活動の実態

調査を行うとともに栽培者へのアンケート調査を通じて,栽 培者

同士,栽 培者と歩行者,地 域住民間においてコミュニケーション

が生まれると報告 している。篠塚ら2)は
,市 街地の鉢植えの緑に

ついて,住 宅の形態および栽培樹種より考察を行い,近 隣居住者

間での緑の享受により栽培範囲が拡大していったと推測している。

また】街路空間での花栽培については,Assennaら
3)が本L幌市を

事例として住民へのアンケート調査を実施し,花 が街路空間に彩

りを提供 していることを明らかにしている。京都市の道路区域内

の植樹桝および植物栽培のコンテナなどが置かれている植桝外縁

からlm内 外の限られた空間 (以下,植 枡周辺)に おける植物栽

培の実態については,下 村ら4)が通りごとの栽培形態,樹 種,種

数などを報告 している。それによると,地 域住民は,植 樹枡の

18%において栽培活動を行っていると報告し,ま た,植 樹枡内と

民地側の植物との比較により,植 枡周辺で植物栽培を行っていた

住民の半数が建物側でも植物を栽培 しており,栽 培に関する高い

意欲が植物栽培を街路空間まで拡大 していったことが明らかにさ

れている。

そこで本研究では,京 都市の様々な用途地域を含む植桝周辺に

おける住民による植物栽培に関して,植 物栽培を行っている人を

対象としたアンケート調査を行い,栽 培目的,植 物栽培および街

路空間全般に対する考えを明確にし,住 民の植物栽培による街路

空間修景の可能性を探ることとした。また,通 行人を想定した回

答者に対してアンケート調査を実施 し,栽 培者と通行人との間で

街路空間の植物栽培への評価を比較検討した。

2.研 究方法

調査区域は,南 北通である白川通と堀川通,東 西通である北山

通と今出川通に□まれた主要な街路空間を設定した (図-15);

表-16り 。各通りの街路空間において植物栽培が確認された箇

所
H)の前面に位置する住民および店舗経営者を調査対象としてア

ンケート調査を実施した。前述の目的に従い,ア ンケート項目は,

植物栽培の形態,経 歴,栽 培を始めたきっかけ,植 物の入手方法,

管理頻度・民地での植栽の有無,街 路空間の捉え方,近 隣住民と

の関係,通 行人との関係・植物栽培を行う上での不安や期待,植

栽樹種,樹 種選定方法など,20項 目とした。アンケート調査は,

対象者を個別で訪間のうえ回答を依頼したが,配 布の際,植 物栽

図-1 調 査区域の概要
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